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自己紹介

• 情報科学を専攻

• 大量データ情報構造の把握、提供システムに興味

– （Japan/MARC, NDC, 用語体系）

– NTCIR-WEB (2004-2005)
– 学術文献データベース (2006- )

• 現在は、分野を越えた学術情報の提供、学術動向
の把握のためのシステムの研究開発に従事

– ポスドク研究員

– 国立情報学研究所（NII）に勤務
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目次
異種データベース統合に基づく研究者情報検索

• 背景、概略

– 研究者情報とは？

• 対象データ

• 研究者情報サーバ

• 考察、応用可能性

• まとめ
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科研費採択課題
報告書

研究者

研究者番号

学術論文

共同研究者

研究会・セミナー
（イベント）

共著者

学会・学術コミュニティ

ホームページ ウェブ
サーチエンジン

CiNii論文DBWebデータ

学術情報検索
サービス

ウェブページ群

研究機関

時系列変化

ReaD
研究者情報DB

科研費
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背景

• 研究成果

– 研究→学術論文→出版→流通 （学術コミュニケーション）

• 学術研究の発展と論文データベース

– （研究の現場）いち早く他の研究者による報告内容を知りたい

– （社会学） 研究理論や学問研究の発展の様子を知りたい

– （社会） 研究成果の公開、社会的応用可能性を知りたい

• 出版プロセス自体の電子化ともあいまって、論文データ
ベースは不可欠のツールに
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学術論文の例

タイトル

著者

内容
キーワード

掲載誌
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論文検索サービス：CiNii

• CiNii

http://ci.nii.ac.jp/

http://ci.nii.ac.jp/
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背景（２）

• 研究助成金

– 競争的資金（研究費、外部資金）を獲得

– 大規模実験

– 研究成果の報告

• 学術サービスの高度化

– （より多くの情報へのアクセスへ）

– 論文本文

– 「研究者」情報



9

科研費採択課題
報告書

研究者

研究者番号

学術論文

共同研究者

研究会・セミナー
（イベント）

共著者

学会・学術コミュニティ

ホームページ ウェブ
サーチエンジン

CiNii論文DBWebデータ

学術情報検索
サービス

ウェブページ群

研究機関

時系列変化

ReaD
研究者情報DB

科研費
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研究者情報サービス

• 研究者の情報を提供
– 出版物（論文や書籍）、研究分野、その他関連する情報

• 利用者、利用用途
– 自身：履歴情報のレポジトリ的な使い方（CV）
– その他：研究動向、共同研究、専門家探し、評価

• 査読者、講演者、専門委員...

• 「科研費データベース」の内容を元にした研究者情
報サーバ
– 研究者番号をキーにして再編成

今日のお話：
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既存の研究者情報関連サービス

• 関連サービス

– ReaD
• 科学技術振興機構（JST）が運営

• 研究者情報の収集と活用（本人による登録）

– DBLP
• 計算機科学分野の書誌情報DB
• 発表文献、共著情報の提供
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ReaDデータベース

http://read.jst.go.jp/

http://read.jst.go.jp/
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DBLP国際会議データベース

http://www.informatik.uni-trier.de/~ley/db/

http://www.informatik.uni-trier.de/~ley/db/
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科研費採択課題
報告書

研究者

研究者番号

学術論文

共同研究者

科研費
研究会・セミナー

（イベント）

共著者

学会・学術コミュニティ

ホームページ ウェブ
サーチエンジン

CiNii論文DBWebデータ

学術情報検索
サービス

ウェブページ群

研究機関

時系列変化

ReaD
研究者情報DB
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科研費
（科学研究費補助金）

• 日本最大の公的研究助成（文部科学省所管）

– 年間総額・約1,900億円

– 年間研究課題数・約55,000件

• 主に学術研究機関に所属する研究者に対して補助
金を支出

– 研究者個々の研究計画を分野ごとの専門家による審査

– 人文系から自然科学系まで全学問分野を対象として、年間
数十万円～数億円規模まで、多様な研究種目、応募枠
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科研費の例：自身の例

研究分野

氏名

所属 専門分野

研究課題

研究履歴

研究予算
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科研費データベース

• http://seika.nii.ac.jp/
• 国立情報学研究所が提供

• 科研費採択課題、報告書の情報を提供

• 科研費研究者番号

– 国内研究者を一意に同定するためのIDキーとして有望

– 基本的に1人に1つの番号が付与
• 所属を移っても有効

– 大規模

http://seika.nii.ac.jp/
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課題の情報（科研費DB）
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研究者情報

• 履歴的情報
– 氏名

– 年齢

– メールアドレス

– 住所

– 所属機関

– 職位

– 研究分野

– 研究歴

– 学歴

– 学位

– 研究業績（出版物）

– ホームページ

• [活用方法]
• 本人が利用

– 広報･普及活動

– 応募・申請書類に記載

• 専門家探し
– 講演者

– 査読者

– 有識者 etc.
• 人事・評価担当者

– 本人の経歴を確認

– 業務活動の情報源
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科研費データベースから
研究者情報サーバへ

研究課題
研究報告書

研究代表者

研究分担者

発表論文

・・・

科研費データベース 研究者情報サーバ

発表論文

研究課題

共同研究者

研究者に割り振られた研究者番号をキーとして再編成
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研究者情報サーバ
• 元データ（科研費DB）

– （科研費採択課題） 247,745件
• 主に1989年度から2004年度報告分まで

– （研究代表者・分担者） 133,067名分
• 個別研究者情報

– （報告書記載文献数）1,896,070 件（重複あり）

• 研究者の基本情報
– 氏名、所属、職位

• 採択課題情報
• 関連する発表文献情報

– 報告書記載分

• Web情報源とのリンク
– ReaDデータベース
– Yahoo!

• 経年的な活動の様子を可視化
– 採択課題・関連発表論文数

• 共同研究者ネットワークを可視化
– 過去の研究課題における共同研究者
– GoogleMaps連携

http://157.1.128.193/~masao/pinfo2/
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ブラウジングツール（１）
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ブラウジングツール（２）
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ブラウジングツール（３）
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ブラウジングツール（３）
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ブラウジングツール（３）
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ブラウジングツール（３）
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ブラウジングツール（３）
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ブラウジングツール（４）
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ブラウジングツール（５）

• GoogleMaps



31

ブラウジングツール（５）

• 共同研究者ネットワーク
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考察

• 可視化

– 時系列での研究履歴

• 文献の同定

– 論文データベースにリンクを張りたい

• 研究者のネットワーク

– 共同研究の関連研究者
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時系列情報の可視化（１）

年

発表文献累積数採択課題数
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時系列情報の可視化（２）

• 採択課題と発表文献には、様々なパターンが
見られる（把握が容易）
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時系列情報の可視化（３）

• 可視化
– 時系列的な推移の可視化
– 類型的なパターンの発見

• どういった情報を可視化するのがよいか？
– 予算

• 隠れた発表
– 科研以外での発表 or 報告書に書かない発表

• 関連発表文献の正確性＝？？？
– 対象を広げていく必要性
– 外部データベース（CiNii?）とのリンケージ
– → 文献同定、論文データベースとの統合
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考察：文献の同定

• 論文データベースCiNiiや、書籍目録データ
ベースWebcatとの間で文献同定

– 論文同定サーバ （by 相澤教授@NII）

• 表記ゆれ等の問題から科研費報告書記載の
論文情報はそのままでは論文データベース
のレコードとマッチングできない

– 科研費報告書は紙ベースでの報告であるため

– 人手による参照方式はまちまち
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文献同定：KAKEN–CiNii間の場合

• 科研費報告書記載文献は、年度単位での報
告なため、誤りがあることもある

– ノイズ

• 「（印刷中）」、「（発表予定）」

– 個々の研究課題ごとの研究者の文献参照方式
の差異

• 「Vol.15, No.3, 2005, pp.5-25」 「15(3)5-25, 2005」

• タイトルを書かない（理系分野の一部）
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論文同定サーバ（by 相澤@NII）

• 特徴語抽出+編集距離

• 元データベースレコード
とのマッチング

– CiNii
– Webcat
– Crossref
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その他情報源のリンケージ

• Web情報とのリンケージ

– 簡易：ReaDデータベース、Yahoo!
– 研究者情報に特化したリンケージ手法

• Wangら

– 研究者情報に広く関連する他のエンティティ抽出

• イベント、論文
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データベース統合

• 研究者情報サーバと論文データベースの統合

– 「名寄せ」

– 同姓同名問題への対応

– 人手判定



41

考察：研究者ネットワーク

• 科研費の場合

– ある研究課題に一緒に参画した経験（つながり）

– 研究代表者・共同研究者

A

B

C

課題1

課題2

課題3

課題4

A

B

C
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共同研究ネットワークの可視化

• 特定の研究者からたどれるネットワーク

• 2ホップ先までの研究者を対象とした表示

• エッジの距離

– 研究者ペアごとの参加プロジェクト数に反比例した距離を設定

• 課題

– 多くの研究者とつながりを持つ研究者の場合
• 一度に視認可能な量を超えてしまう限界

– インタラクティブなやりとりができない
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グラフサイズによる研究者ネットワークの
分析

研究者数 133,067
サブグラフ数 2,911
1 108,485
2 34
3 31
4 30
5 26
5 26
7 21
8 20
9 20
10 19

• 連結成分：ネットワークの広が
りによる連結の範囲

• 全体のうち多くの研究者
（81.5%）が連結成分となるよ
うなグラフを構成
– Small-world !?
– 推測（仮説）

• 様々な種目があるために、分野を
またいだ共同研究が行われやす
い側面がある?

• 競争的資金特有の性質か?
– → 要分析
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各年度における連結成分のサイズ

0
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40,000

50,000

60,000

70,000

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

研究者数 連結成分数 最大成分のノード数 2nd-ノード数 課題数

最大サブグラフは40-45％程度で推移
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グラフサイズの年度累計推移
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小規模サブネットワークの分析

• 考察
– グラフサイズ2位以降のものを確認したところ、同一大学医学部内の所

属研究者のネットワークがいくつか見られる

• 医学部特有の研究体制が影響か？（白い巨塔??）

1 108,485
2 34
3 31
4 30
5 26
5 26

研究者総数: 133,067

和歌山県立医科大
山梨医科大

日本歯科大学

愛知医科大学

岐阜大学

7 21
8 20
8 20
10 19
10 19
10 19自治医科大学

筑波大

東京慈恵会医科大

長崎大（歯学）

佐賀医科大

島根医科大
島根大学

東京慈恵会医科大

北里大
広島大
厚生連尾道総合病院
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共同研究者ネットワーク（今後の課題）

• 共同研究者ネットワークのモデル

– 1. 同一課題に関わった者同士の関係

– 2. 同一課題における代表者・分担者の関係

– → 両モデルでの分析を行ってみる

• 年代、種目、重複申請などによる制限

• ネットワーク特性の分析

– 中心性、集中度

– Hub / Authority
– 分野ごとの分析、年度ごと（時系列）の分析

– 種目別の分析
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まとめ

• 科研費DBの研究者情報をまとめて提示
– 採択課題と関連発表実績との関連を可視化

– Web情報源（ReaD, Yahoo!）とのリンケージ、連携

– 論文データベースへのリンク

– 共同研究ネットワーク

• 今後の課題
– 頑健なリンケージエンジン

– 「エンティティ」Web検索技術

– 研究者・専門家検索
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